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I. はじめに
成人てんかん患者の生活適応と生き方に関する調査研究
第2部学生調査から
一一一「てんかんjと社会に関する学生調査
0竹田彩裏付* 伊藤美樹子* 出口泰靖* 本田亜紀子材*松井典子材*
渡辺頼勝材* 杉原陽子* 中嶋元次** 山崎喜比古*
(ネ:東京大学医学部保健社会学教室、料:I苛国際保健計画学教室、***問健康科学・看護学科)
てんかんは、 100人に 1人の割合で見られるほど、患者数が多い(大田原，1991)にもかかわらず、どのような病
気であるのかということが一般の人には正しく知られていないのが現状である。そのことが、病気に対する誤った
印象をつくり、患者が生きにくい社会を生み出す原因になると考えられる。昔と違って、最近は、医療の発達によ
り発作をコントローjレできるようになったため、街中でてんかん発作を目にすることも少なくなり、若年層を中心
にますますてんかんに対する認識は希薄になってきている。そこで、一般の学生のてんかんに対する印象や接触経
験について実態調査を行い、身近にてんかん患者がいたり、実際にてんかんの発作を見たことがある学生と、そう
でない学生とで印象や認識を比較した。また、昨今話題になった角川教科書問題を取り上げた。この問題を通して
てんかん患者に対して実際にステイグマを貼る可能牲のある一般の人がどのように考えているかを明らかにし、て
んかんに対する理解を普及させるための手がかりを考察した。角川教科書問題は、角)1寄:屈が発行した高校の教科
書「国語1J (1993年)に収録されている筒井康隆の小説 f無人警察J(1965年)で用いられたてんかんの表現に対
し、日本てんかん協会が人権無視、事実誤認であるとして、教科書の検定合格の取り消し、並びに ro語IJの発
売中止等を要求したことに端を発し、差別表現かどうか、言論の自由に反するかという議論に発展した事件である。
1I.対象と方法
東京大学の学生に対し、機縁法で301名に質問紙を配布し、無記名で屈答して
もらった。対象者の属性は表1の通りである。
ID. 結果と考察
<てんかんに対する印象について>
てんかん患者との接触経験の有無は、表2の通りである。ほとんどの学生は身
近にてんかん患者はおらず、てんかんの発作も見たことがなかった(74.4%)。何ら
表l 対象者の属性
年齢 20.53土1.88(18才-30才)
性別男性 180 (59.8) 
女性 121 (柑.2)
学部教務課程 117(38.9) 
医学部 73 (24.3) 
工学部 27 (9.0) 
法学部 15 (5.0) 
その他 50 (16.6) 
不明 19 (6.3) 
合計 301 (100) 
かの形で接触経験がある人とそうでない人のてんかんに対する印象または認識の違いについては、図1をみるとわ
かるように、両者に大きな違いはみられなかった。ただ、てんかんは f遺伝する病気であるjか否かについて、接
触経験のない人の 2割強が「遺伝するjと答えたのに比べ、接触経験のある人は5割強が「遺伝するj病気と答え
ていた。
表2 てんかん患者との接触経験
あり 77 (25.6) 
身近にてんかんを持つ人がいて、発作を見たことがある 25 ( 8.3) 
身近にてんかんを持つ人はいるが、てんかんの発作を免たことがない 16 ( 5.3) 
身近にてんかんを持つ人はいないが、てんかんの発作は見たことがある 36 (12.0) 
なし 224 (74.4) 
くてんかんに関する事実について>
次に、てんかんに関する事実について知っているかどうかを尋ねた。てんかんがどのくらいの割合で見られるか
という問いでは、正解任∞人に 1人)を答えた人は13人 (4.3%)、 r1∞o人に 1人Jと答えた人が84人 (27.9%)、
rl万人に1人jと答えた人が98人 (32.6%)、 「わからないjと答えた人が64人 (21.3%)という結果であった。全
体的にはてんかんは実際よりかなりまれな疾患と捉えられている。発作を見たことがない人は、てんかんの発作は、
抗てんかん薬の正しい膿用によっても抑えることができないと答えていた(61.1%)。てんかん患者との接触経験があ
一100-
<角JI¥教科書問題についての意識>
まず、教科書への掲載についての意見由
答は「賛成J (34.9%) r反対J (26.9%) 
fわからないJ(37.9%) とでほぼ均等に
わかれた。その理由を富由回答してもらっ
たものを、次のように11のカテゴリーに分
類した。1.差別的なものを感じる、 2.差別
的なものを感じない、 3.表現の自由である、
4.文学的には問題ないが教科書に載せるこ 50〈人〉
とには抵抗を感じる、 5.表現が強すぎる、
6.てんかんにマイナスイメージを与える、 特
7.学ぶ機会になる、 8.事実である、 9.事実で 30 
ない、 10.知らない、 11.判部しかねるであ
る。その結果は図2の通りである。
「賛成Jと答えている人の理由として、 10 
差別的なものを感じない (31人)、知る機 。
会、考える機会になる (27人)、てんかん
患者が運転するのは危険なのは事実である
(16人)、表現の自由 (13人)が主に挙げ
られる。他方、 「反対」と答えている人の
理由としては、マイナスイメージを与える (37人)、差別的なものを感じる (11人)、文学的には開題ないが教科
書に載せることには抵抗を感じる (10人)がある。閣からもわかるように、差別的と感じる人は主に「反対jと答
えているが、回答を細かく見てみると、差別的と感じている人の中にも「差別の存在を隠蔽しではならないjと答
る人は、発作をコントロールできる人の多
くが通常の社会生活を送っていると由答し
ている(83.0%)。てんかん患者に自動車道転
免許などの法律上の資格取得制限がなされ
ていることについては、接触経験に関わら
ず知らない人が多かった。
えている人もいる。
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~1 患者との接触経験の有事正とてんかんの印象
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N. おわりに
接触経験の有無で、てんかんに対する印象や認識に差がみられるのではと考えていたのだが、今田の調査では、
てんかん患者との接触経験がある場合も、そうでない場合も、てんかんに対する印象、あるいは認識において大き
な違いはみられなかったo従って、身近にてんかんを持つ人がいても、あるいは、てんかんの発作を見た経験があ
るとしても、てんかんに関する知識を深めるきっかけとして、あまり役立たないといえる。また、接触経験のない
人の中には、てんかんという痛気がそもそも持なのか知らないと言う人もいた。それでは、てんかんに関する理解
を普及させるには何が必要と考えることができるのか。これには、てんかんの表現がある作品の教科書掲載の是非
において、学生が述べた理由を検討してみることで、一つの手がかりが出てこよう。いくつか紹介してみると、ま
ず、差別的でない、あるいは事実であると考えていながらも教科書に載せることについては fわからない」と回答
している人がいた。その理由として、どちらも患者に対する配E章、不足、差別を促す危険性を指摘していた。こうし
た、教科書に掲載することに抵抗を感じる人がいる一方、 「教師の力量や取り扱う学年にもよるが、授業で扱うこ
とで学ぶきっかけになるJことを指摘している人がいた。学生調査を通じて我々が得た結論は、てんかんについて
何らかの形で見聞きしている人もそうでない人も、印象や認識で大きな差はみられなかったことである。従って、
てんかんに関する知識の普及は、見聞きするだけでなく、学校教育等の場で「学ぶJ必要があるのではないか。し
かもその際、てんかん患者に対する配慮、を充分に考慮、に入れた上で、行わなくてはならないことを注意しなければ
ならないだろう。
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